
　
３
月
18
日
、
市
民
図
書
館
の
貸

し
出
し
冊
数
が
１
１
，
１
１
１
，

１
１
１
冊
に
到
達
し
ま
し
た
。
記

念
と
な
る
本
を
借
り
た
の
は
、
大

坪
小
学
校
２
年
（
３
月
18
日
現
在
）

の
前
原
太
郎
さ
ん
（
つ
つ
じ
ケ

丘
）。
市
民
図
書
館
の
杉
原
あ
け
み

館
長
か
ら
前
原
さ
ん
に
、
記
念
証

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

教 育 と 文 化

education and culture

日
本
磁
器
の
ふ
る
さ
と 

肥
前

-

百
ひ
ゃ
っ

花か

繚
り
ょ
う

乱ら
ん

の
焼
き
物
散
歩-

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
平
成
28
年
４
月
に
『
日
本
磁

器
の
ふ
る
さ
と
　
肥
前
』
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的

魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
、
日
本

の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
文
化
庁
が
認
定
す
る
も

の
で
す
。

　
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
上

で
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
有
形
や

無
形
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
群

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的

に
整
備
・
活
用
し
、
国
内
外
へ

発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
点
在
す
る
文
化
財
を

個
々
に
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
固
有
の
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー

に
関
係
す
る
文
化
財
群
を
、
一

体
的
に
活
用
し
て
地
域
活
性
化

に
役
立
て
ま
す
。

　
今
回
の
日
本
遺
産
は
、
佐
賀

県
と
長
崎
県
が
連
携
し
て
い
ま

す
。
佐
賀
県
側
で
は
伊
万
里
市

を
含
む
４
市
１
町
と
長
崎
県
側

の
２
市
１
町
に
ま
た
が
る
『
肥

前
窯
業
圏
』
と
し
て
、
陶
磁
器

の
歴
史
的
・
文
化
的
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
内
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を

構
成
す
る
要
素
と
し
て
は
、
陶

磁
器
窯
跡
や
大
川
内
山
、
旧
犬
塚

家
住
宅
（
現
陶
器
商
家
資
料
館
）、

伊
萬
里
神
社
に
あ
る
旧
戸と

渡と

嶋し
ま

神
社
の
灯
籠
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

↑ストーリーの構成文化財の一つで
　ある大川内山

　
日
本
遺
産
シ
リ
ー
ズ
①

↑肥前窯業圏の今後の展望などを討議
　したパネルディスカッション

　
２
月
25
日
、『
日
本
遺
産
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
伊
万
里
』
が
立
花
公
民

館
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
『
日
本
磁

器
の
ふ
る
さ
と
　
肥
前
』
の
歴
史

と
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

地
域
活
性
化
へ
生
か
そ
う
と
、
市

と
『
肥
前
窯
業
圏
』
活
性
化
推
進

協
議
会
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
基
調
講
演
で
は
、
鈴
田
由
紀
夫

さ
ん
（
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
館

長
）
が
、
窯
業
圏
の
歴
史
を
解
説
。

窯
業
圏
の
磁
器
は
陶
器
生
産
が
下

地
と
な
っ
て
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
の
あ
と
に
は
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

若
者
に
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

肥
前
窯
業
圏
が
培
っ
て
き
た
歴
史
と
価
値

日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

in 

伊
万
里

市
民
図
書
館
開
館
22
年
目
の
快
挙

１
１
，１
１
１
，１
１
１
冊
目
を
貸
し
出
し

↑｢ 記念証をもらってうれしい ｣
　と話す前原さん
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